
令 和 元 年 ６ 月

海事局船員政策課

船員法施行規則の一部を改正する省令について

１．背景

船員法（昭和22年法律第100号）において、船員の労働時間は１日あたり14時間、１週

間あたり72時間と限度が定められているが、同法第65条の２第５項において、「海底の掘

削に従事する船舶その他のその航海の態様が特殊であるため船員がこれらの規定によるこ

とが著しく不適当な職務に従事することとなると認められる船舶として国土交通省令で定

めるもの」については、上記限度を適用せず、同法第72条に基づき船員法施行規則（昭和

22年運輸省令第23号）において業務の状況を踏まえ個別の労働時間規制を定めているとこ

ろ。

現在、海洋基本計画（平成30年５月）及びエネルギー基本計画（平成30年７月）に基づ

き、海底資源の探査が進められているが、これらの海底探査船は、通常の船舶と異なり、

一定の業務を継続的に行う必要があり、特殊な運航形態（航海当直の２直体制）が必要と

されているところ。

今般、海底探査船においても業務の実態に合わせた運航形態をとることができるよう、

同省令について所要の改正を行うこととする。

２．概要

海底資源の探査に従事する船舶について、労働時間の特例を認める等、船員法施行規則

に所要の改正を行う。

３．今後のスケジュール（予定）

公 布：令和元年８月上旬

施 行：公布の日

資料２－２
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＜
参
照
条
文＞

○
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）

（
労
働
時
間
の
限
度
）

第
六
十
五
条
の
二

第
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
又
は
第
七
十
二
条
の
国
土
交
通
省
令
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
の
制
限
を
超
え
て
船
員

を
作
業
に
従
事
さ
せ
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
船
員
の
一
日
当
た
り
の
労
働
時
間
及
び
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
は
、
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
及
び
第
七
十
二
条
の
国

土
交
通
省
令
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
並
び
に
海
員
に
あ
つ
て
は
次
項
の
規
定
に
よ
る
作
業
に
従
事
す
る
労
働
時
間
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
十
四
時
間
及
び
七
十
二
時
間
を

限
度
と
す
る
。

②

第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
又
は
第
七
十
二
条
の
国
土
交
通
省
令
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
の
制
限
を
超
え
て
海
員
を
作
業
に

従
事
さ
せ
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
海
員
の
一
日
当
た
り
の
労
働
時
間
及
び
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
は
、
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
及
び
第
七
十
二
条
の
国
土
交
通
省

令
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
並
び
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
作
業
に
従
事
す
る
労
働
時
間
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
十
四
時
間
及
び
七
十
二
時
間
を
限
度
と
す
る
。

③

船
舶
所
有
者
は
、
船
員
を
前
二
項
に
規
定
す
る
労
働
時
間
の
限
度
を
超
え
て
作
業
に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

④

第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
員
が
作
業
に
従
事
し
た
労
働
時
間
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
労
働
時
間
に
は
算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。

⑤

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
海
底
の
掘
削
に
従
事
す
る
船
舶
そ
の
他
の
そ
の
航
海
の
態
様
が
特
殊
で
あ
る
た
め
船
員
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
著
し

く
不
適
当
な
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
船
舶
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
特
例
）

第
七
十
二
条

定
期
的
に
短
距
離
の
航
路
に
就
航
す
る
た
め
入
出
港
が
頻
繁
で
あ
る
船
舶
そ
の
他
の
そ
の
航
海
の
態
様
が
特
殊
で
あ
る
た
め
船
員
が
第
六
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
な
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
船
舶
で
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、
当
該
船
舶
の
航
海
の
態
様

及
び
当
該
船
員
の
職
務
に
応
じ
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
一
定
の
期
間
を
平
均
し
た
一
日
当
た
り
の
労
働
時
間
が
八
時
間
を
超
え
ず
、
か
つ
、
一
日
当
た
り
の
労
働
時

間
が
十
四
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
船
員
の
一
日
当
た
り
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
令
で
別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○
船
員
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
労
働
時
間
の
限
度
の
適
用
除
外
）

第
四
十
二
条
の
十
二

法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
は
、
法
第
七
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
運
輸
局
長
が
指
定
す
る
船
舶
の
う
ち
、

海
底
の
掘
削
に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
八
条
の
三

海
底
の
掘
削
に
従
事
す
る
船
舶
の
う
ち
所
轄
地
方
運
輸
局
長
が
指
定
す
る
も
の
に
乗
り
組
む
船
員
に
係
る
法
第
七
十
二
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

一
定
の
期
間
は
、
六
週
間
と
す
る
。

②

前
項
の
船
員
の
一
日
当
た
り
の
労
働
時
間
は
、
十
一
時
間
以
内
と
す
る
。

③

船
舶
所
有
者
は
、
第
一
項
の
船
員
に
六
週
間
に
つ
い
て
十
四
日
以
上
の
連
続
し
た
休
日
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


